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合
わ
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は
、
財
政
課

☎
948
６
３
５
０
・
5
934
１
８
０

３
へ

お問い合わせは、（教）地域学習振興課☎948-6813・5934-1745へ

　12月補正予算が定例市議会で決まり、一般会
計補正予算額は24億3,412万円、累計は1,737
億3,080万円（前年同期比4.71％減）となりまし
た。また特別会計の補正額は20億4,931万円、
企業会計は1億124万円の減額となりました。

主　な　事　業 △はマイナス

国民健康保険給付費
のびのび教育推進基金積立金・
21世紀松山創造基金積立金
県土木建設、県営港湾・海岸整備負担金
障がい福祉サービス
生活保護支給
東中校区小中連携校整備
教育センター設置
がけ崩れ防災対策
消防水利整備
職員人件費

16億900万円

10億円
5億5,582万円
5億4,581万円
3億400万円

2億4,800万円
1億円

6,857万円
3,722万円

△14億8,889万円

　

教
育
環
境
の
充
実

　

東
雲
小
学
校
校
舎
の
耐
震
化
に

併
せ
た
東
中
学
校
と
の
併
設
型
校

舎
の
整
備
に
加
え
、
教
職
員
研
修

な
ど
を
行
う
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置

に
向
け
用
地
を
取
得
す
る
な
ど
、教

育
環
境
を
充
実
し
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
確
保

　

大
規
模
災
害
時
に
有
効
な
消
防

水
利
を
確
保
す
る
た
め
の
耐
震
性

貯
水
槽
の
整
備
や
、
急
傾
斜
地
で

の
が
け
崩
れ
防
止
の
た
め
の
防
災

対
策
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

市
内
中
小
企
業
と
台
湾
と
の
経

済
交
流
の
推
進
や
新
規
雇
用
を
促

進
し
た
市
内
の
指
定
企
業
へ
の
奨

励
金
の
交
付
な
ど
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
で

特
に
優
れ
た
取
り
組
み
と
し
て
放

課
後
子
ど
も
教
室「
立
岩
っ
子
ク
ラ

ブ
」が
平
成
25
年
12
月
５
日
、文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
小
学

校
の
余
裕
教
室
な
ど
子
ど
も
に
安

全
・
安
心
な
居
場
所
を
提
供
し
、
地

域
住
民
と
勉
強
や
体
験
学
習
な
ど

を
通
じ
て
学
習
習
慣
の
定
着
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
現
在
、
市

内
に
26
カ
所
あ
り
ま
す
。

毎週木曜日 20時54分～21時
再放送／毎週金曜日 15時50分～15時54分

  6日
13日
20日
27日

楽しく食べて  うまいぞなもし
松山自慢の「海の幸・山の幸」を味わおう
旅はまかせて安心！「松山はいく」
南海トラフ巨大地震に備えて愛媛朝日テレビで放送愛媛朝日テレビで放送

市政広報番組市政広報番組

まちトレ＋まちトレ＋プラスプラス

2月の番組（予定）は

お問い合わせは、広報課☎948-6877・5934-2578へ

●
安
全
・
安
心
な
夜
道
に
な
る
よ
う
防
犯
灯

を
も
っ
と
設
置
し
て
ほ
し
い（
10
代
・
女
性
）

●
カ
ラ
ス
や
鹿
に
よ
る
被
害
が
多
い
の
で
、

鳥
獣
被
害
の
助
成
対
象
に
加
え
て
ほ
し
い

（
60
代
・
男
性
）

●
住
む
場
所
の
整
備
な
ど
定
住
促
進
を
図

れ
ば
、
子
ど
も
の
数
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か（
50
代
・
男
性
）

●
道
路
の
補
修
を
し
て
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
普
及
を
目
指
し
た
い（
60
代
・
男
性
）

●
地
域
の
意
見
や
問
題
点
を
話
し
合
え
る

い
い
取
り
組
み
な
の
で
、今
後
も
継
続
し

て
ほ
し
い（
50
代
・
女
性
）

※

抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
後

日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
課
☎
948
６
３
３
３
・
5
934
２
３
３
６
へ

勉強を通じての交流

地域の課題を話す参加者

コーディネーター・渡部真美さん

カ
ワ
イ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会 
ピ
ア
ノ
部
門 

連
弾
の
部

Ａ
コ
ー
ス　
　
　
　
　
　

金
賞

カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
２
０

１
３
全
国
大
会
組
手
部
門
シ
ニ

ア
重
量
級　
　
　
　
　
　

優
勝

  　　石原奈々世さん（愛光高1年）
  　　戒田　雄士さん（愛光高1年）
平成25年12月12日受賞

右から谷　龍治 選手
（湯の山東二丁目）
平成25年12月20日受賞

災害時に温かい食品を提供
　富士産業㈱と本市は、大規
模な災害が発生した時に、避難
所で調理済み食品などの物資
を提供する協定を平成25年12
月13日、市役所で締結しました。
　市庁舎前では調理済み食品
を提供するキッチンカーの説
明を受けた野志市長は「避難
生活が長期になった場合、温
かい食事が人を癒やすのにと
ても大切です」と話しました。

防災物品の寄付
　県中予地区郵便局長会から
平成25年12月17日、災害時の
防災物品として拡声器41台が
寄贈されました。本市と同会
は大規模災害に備え「大規模
災害等における応援協力体制
に関する協定」を締結してお
り、同会の松ノ下良文会長は
「防災意識の高揚などに有効
に活用していただきたい」と
話しました。 通学路用地の提供

　㈱ベルモニーから生石小学
校の児童用通学路として同社
所有の土地が提供され平成25
年12月17日、野志市長から感
謝状が贈られました。登下校
時の交通事故防止につながる
同社の協力に対し、野志市長
は「地域の宝である子どもたち
の交通安全が確保され、感謝
します」とお礼を述べました。

天野祐吉子規博名誉館長お別れ会
　平成25年10月20日に逝去
した天野祐吉 子規記念博物
館名誉館長のお別れ会が同年
12月23日、子規記念博物館で
開催されました。会では親し
みやすい博物館を目指し、道
後寄席や道後俳句塾など数多
くの事業を実施した天野名誉
館長の思い出が語られ、参列
した200人は同氏をしのびま
した。

教
育
の
充
実
や
地
域
経
済
活
性
化

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
５
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
受
賞
は
地
域
の
人

た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
お

か
げ
で
す
。今
後
も
地
域
の
協

力
の
下
、
心
豊
か
で
立
岩
が
大

好
き
な
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
の

場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

キッチンカー内で説明を受ける市長

人  

口
＝
６
１
０
人　

世
帯
数
＝
１
８
４
世
帯

（
平
成
25
年
12
月
１
日
現
在
）

　
「
立
岩
っ
子
ク
ラ
ブ
」は
地
域
の
高

齢
者
や
各
種
団
体
な
ど
が
協
力
し

て
、心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
ん
で
い

る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年

12
月
14
日
㈯
開
催

　
　
　
　
参
加
者
41
人

1２月
補正予算
1２月
補正予算

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

地
区
の
方
の
声

感
　
想

か
が
や
き

松
山
大
賞

五明地区
ご　 みょう

No.14

総額

万円

億
43
８
２
１
９

総額

万円

億
43
８
２
１
９

「立岩っ子クラブ」が文部科学大臣表彰を受賞
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